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全国で注目される施策や課題は、地域で暮らす私たちに
どう影響するのか？身近に起きた出来事やトレンドなど、
幅広い分野のニュースを紹介していきます。ネットでも
さまざまなニュースを紹介しています。

　大阪府道路公社は、淀川にかかり摂津
市鳥飼中と寝屋川市仁和寺本町を結ぶ有
料道路「鳥飼仁和寺大橋」の自転車通行
料について、無料化を決定した。期間は令
和2年12月1日から令和4年3月31日まで。
　新型コロナウイルス感染症の影響で求
められている「新しい生活様式」において、
国は通勤・通学時に自転車の利用を推奨
している。同橋において自転車での利用は

1日あたり約800台。同公社は自転車を市
民生活になくてはならないものと考え、軽車
両の通行料10円のうち自転車のみ企画
割引として無料化を決めた。
　同橋のほかの通行料は自動車100円、
車両総重量8トン以上の普通貨物自動
車など大型車170円、４車軸以上の普
通貨物自動車など380円、歩行者無料。
自動車は引き続き有料としている。

CULTURE 鳥飼仁和寺大橋　来年度末まで
自転車通行料10円が無料に

　苦労して育んだ事業をどう次世代に継
承していくか――。地域に根付いた中小
企業や個人事業主にとって、「事業承継」
が大きな課題となっている。「後継者がい
ない」との理由で廃業に追い込まれる例も
少なくない。国は2017年に「事業承継5
カ年計画」を策定し、本格的な承継支援を
始めたが、北摂地域でこの問題に力を入
れてきたのが、茨木市の茨木商工会議所
だ。今年5月には、事業を譲りたい人、受け
継ぎたい人をつなぐ「茨木スモールＭ＆Ａ 
マッチングサイト」を立ち上げた。
　中小企業庁の資料によると、年間4万
以上の企業が休廃業・解散しているが、
以上約6割以上が黒字企業。一方で25
年までに70歳を超える中小企業経営者
245万人のうち127万人が後継者未定
としており、後継者問題で好業績の企業
であっても存続できなくなる現状がうかが
える。さらに承継には株をはじめ資産の引
き継ぎや税制面などで複雑な課題が立ち
はだかる。

　茨木商工会議所が2017年に実施し
たアンケート調査でも、事業承継計画に
ついての回答109件のうち、「すでに後
継者を決めて事業承継をすすめている」
は30.3％にとどまり、「自分の代で廃業・
清算を検討している」は22.9％あった。
　同所は2009年にこの問題への取り
組みを始めた。茨木市とも連携し、個別
の相談に応じるほか、セミナーや座談会
を開き、早期に承継を考える重要性を訴
えてきた。その中で、家族経営の店を息
子に引き継いだり、従業員に事業を継が
せたりするなどの案件に携わってきた。親
子の承継でも、金融機関が「融資は親個
人へのもの」と難色を示すなど思わぬ問
題も起きるという。　
　5月に立ち上げたサイトの「Ｍ＆Ａ」は合
併と買収の略で、スモールがつくように小
規模の事業を譲りたい人、譲り受けたい
人を結びつけるサイトだ。サイト内にはそ
れぞれの人が相談を申し込む窓口がある。
相談があれば専門家がアドバイスしなが

ら両者をつなぐ。
　同所の笹井直木理事によると、現在ま
でのサイトからの相談は、譲り受けたい人
が6件。小売店の事業を受け継ぎたい人 
や福祉事業を吸収合併したいなどの人た
ちだ。一方、事業を譲りたい人の相談は
まだない。笹井さんらは譲り受けたい人に
対応する相手探しの検討を重ねている。
　笹井さんは「脱サラで起業したい、副
業で店などを持ちたいという人は結構い
ると考えている。事業者の方はいつまでも
元気だと思っているのかもしれないが、承
継の必要に迫られてからでは遅すぎるこ
とが多い。承継は簡単ではない。なるべく
早く考えてほしい」と話す。

茨木商工会議所　
独自のマッチングサイトで
事業承継を手助け

　安威川が流れる肥沃な土地であり、交通
の要でもある茨木市は、古代より人の営み
が引き継がれてきた。西国街道が通り、江
戸時代には参勤交代で諸大名が宿駅とし
て利用。城下町として栄えた歴史も持つ。
戦後、JR茨木駅と阪急茨木市駅が順に開
通すると、地元や他県からも商売をする人
たちが集まり、物流の拠点として発展してき
た。市内12商店会・商店街が加盟する茨

木市商業団体連合会の山田久敬会長らと
共に、かつての茨木駅前を振り返る。
　国鉄（現・JR）茨木駅が1876（明治
9）年に開通して以来、旧茨木村の町場
は西に延び、1928（昭和3）年の阪急茨
木町駅（現・茨木市駅）の開通は、東へ
の展開を促した。現在の茨木駅西側の
バスターミナル辺りは、新池という池だっ
た。「当時は茨木小学校へ通っていて、
新池にはよく魚釣りに行っていましたね」
と山田さんは懐かしむ。戦後、市の小売
商業は1960（昭和35）年頃まで阪急茨
木市駅から市役所に至る中心市街地を
市最大の小売商業地区として発展。周

辺は商店街、小規模商店郡、分散的に
立地した小売市場などからなり、商店数
は約700店舗となった。空地や田んぼが
多かったという阪急駅前も徐々に景色を
変えてゆく。その後も急速な人口増加に
より、1970（昭和45）年には倍以上と
なる約1,500店舗にまで達した。
　最も商店街に活気があった頃、大阪市
内から北摂を通って丹波の亀岡に至る亀
岡街道からやってきた人々の乗るバスが、
茨木阪急本通商店街を通過していた。大
渋滞でバスが動かず、窓から手を伸ばし買
い求める客のために、近くの商店が道沿
いに商品を並べて売っていたとか。

　1970年大阪万博に合わせて国鉄茨
木駅、阪急茨木市駅の高架や駅前再開
発事業によるビル建設などが進んだ。万
博開催期間中は、宿泊する来場者たち
でごったがえした。当時幼かった同会事
務局員の横山繁美さんは「普通の平日な
のに、人が多すぎて迷子になりそうなくら
い。親戚の大人に『手、しっかり持っとき
や』と言われるほどでした」と話す。
　1970年代以降も商店数の増加は続
き、1982（昭和57）年はピークとなる
2,250店舗にまでのぼった。    

ピークは2,250店舗 戦後発展してきた茨木の商店街

代表者自身の
事業承継計画について

MONTHLY OF TOPICS

すでに
後継者を決めて
事業承継を
すすめている

これから後継者を決めて
事業承継に取り組みたい

自分の代で
廃業・清算を
検討している

その他

30.3%

35.8%

22.9%

11.0%

茨木商工会議所（072‐622-6631）は来年2
月２日午後２時から、立命館大学大阪いばらき
キャンパス内の同所で、「事業承継セミナー＆
座談会」を開く。事業者対象。同所のホームペ
ージなどで申し込む。参加無料。

［ ］ 事業承継する場合の
後継者の予定について

茨木商工会議所によるアンケート（2017年）
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所理事の笹井
直木さん

　12月3日、大阪府の新型コロナウイル
スの警戒信号が赤に点灯し、非常事態
の対応が取られた。ウイルスが活動的に
なる冬以降も、厳しい状態が続くと思われ
る。全国的に経済活動が停滞し、退職や
廃業を余儀なくされる人も少なくない。収
入源が途絶えた場合、国や自治体の支
援策があるので改めて確認したい。
　今年に入ってから完全失業者数は全
国的に増加傾向にある。総務省の調査に
よると、近畿では1月に2.4％だったのが3
月以降はほぼ3％を超え、10月時点で3.3
％（約36万人）となっている。また、同期間
の有効求人倍率は全国的に減少の一途
をたどり、大阪では10月時点で今年最低と
なる1.1倍となった。昨年度の大阪の月平
均1.74倍と比べ今年度は10月までの月
平均1.22倍となり0.52ポイント減少して
いる。また12月16日時点の帝国データバ
ンクによる調査では、新型コロナウイルス
関連倒産は全国で808件、大阪は東京に
次いで2番目に多い76件。求職者にとっ
て厳しい状況が続いている。
　失業者への支援として、春以降に施
行されてから現在も継続中である「住宅
確保給付金」は、主たる生計維持者が離
職・廃業後2年以内である場合などに利
用できる制度で、家賃額が原則3か月間
支給される。支給額の上限は市町村ごと

に異なり、希望者は各自治体の直営また
は委託で運営している生活困窮者自立
相談支援機関などに申請する。
　また、府ではコロナによる離職などで住
居を退去する人に向けて、府営住宅を一
時的に提供している。国では住宅ローン減
税の入居期限要件を満たせない人が、代
わりの要件を満たすことで同様の減税措
置が適用される弾力化措置も講じている。
　ほかにも府では、緊急かつ一時的な生
計維持のための貸付を必要とする世帯
には、原則10万円以内を貸し付ける「緊
急小口資金」、コロナによる収入の減少
や失業などで日常生活の維持が困難と
なっている世帯に月20万円以内を貸し
付ける「総合支援資金」もある（ともに無
利子、保証人なしも可）。期間や条件など、
詳細は各窓口に問い合わせを。
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コロナで失業率、廃業増加
困ったら支援の活用を

【 相談窓口 】

住宅確保給付金
各自治体の自立相談支援機関

府営住宅の一時利用 
大阪府住宅まちづくり部住宅経営室経営管理課

緊急小口資金・総合支援資金
各自治体の社会福祉協議会

大阪府社会福祉協議会 ほか

住宅ローン減税の弾力化措置
国土交通省

CULTURE 愛猫が叶えた画家の夢　
鉛筆画家・西方さん初の画集出版

　「鉛筆で猫を描いています」というコメ
ントとともに4枚の絵がツイッターに投稿
された。まるで写真のような精密な絵が反
響を呼び、6千件を超えるリツイートを記
録、現在もその件数は増え続けている。
　投稿したのは伊丹市在住の鉛筆画家・
西方由美さん。今は亡き愛猫、「タラコ」と
「クロ」が画家への道を大きく拓いた。
　子どもの頃から描くのが好きだったとい
う西方さん。イラストレーターを目指してデ
ザインの専門学校に入学した。しかし当
時は描きたいものが見つからず1年で中
退、絵とは関係のない仕事についた。
　転機が訪れたのは、2017年のこと。部
屋の掃除をしていたときにたまたま学生の
頃に使っていた画材が出てきた。1年前、

約20年一緒に過ごした愛猫タラコを亡く
したばかりだった。寂しさを紛らわすように
画用紙に鉛筆で生前の姿を描いた。
　それから、近所の猫や保護猫カフェの
猫を写真に撮って描くように。ぽつぽつと
描いてはツイッターに投稿していた。
　話題になったのが、2020年5月25日
にツイッターに投稿した作品。防寒用の
服を着た愛猫クロ、神社の土産物売り場
で昼寝する猫など精密に描かれた愛らし
い姿が多くの反響を呼んだ。「生き生きと
して動き出しそう」「うちの猫も描いてほし
い」など200件を超えるコメントが寄せら
れた。
　絵はすべて鉛筆とシャープペンシルで
描く。鉛筆は2H～10Bを使い分け、細部

は細さ0.3mmを使う。毛を一本一本描く
作業は集中力が必要なため1日4～5時
間ほどで精一杯。A4サイズの作品は30
時間ほどかけて仕上げる。
　11月には初の画集『タラクロ・保護猫・
地域猫』（金木犀舎）を出版。38枚の作品
をモデルになった猫たちとのエピソードを添

えて紹介している。猫の鉛筆画の描き方の
解説も収録。売上の一部は、猫の殺処分
ゼロを目指して活動する団体に寄付される。
　西方さんは「絵を描いて生きていきた
いという夢をタラコとクロが叶えてくれた。
猫と人が一緒に幸せになれるような関係
がもっともっと増えたら」と願っている。

（左）防寒着姿のクロ
（上・下）ツイッターに投稿して話題に
なった絵など。

現在一緒に暮らすチャビの絵を
手にする西方さん。

　吹田市社会福祉協議会施設連絡会と
吹田市社会福祉協議会が12月、新型コ
ロナウイルス感染症の影響で生活に困っ
ている学生に向けた支援を行った。第1回
目は10月初旬、第2回目は12月中旬に行
い、いずれも定員50人を上回る申し込み
があった。
　今回の支援は、連日のコロナ報道で学
生も困っていることを知った施設連絡会
会員から声が上がったことをきっかけに決
定した。同会では以前から生活困窮者に
向けた支援に取り組んでいる。第1回目
は主に市内5ヵ所の大学生・大学院生に
向けて約3日間の食料を配布。大阪よど
がわ市民生活協同組合の寄付金で購入
したレトルトカレーやパックごはん、缶詰や

インスタントラーメンのほか、会員施設から
の寄付で集まった災害用備蓄食などを配
布した。インターネットによる申し込みで、
受付の際にアンケートも実施したところ、
「生活費を切り詰めるために食費を削っ
ていたので助かった」など好評だったとい
う。第2回目は市内専門学校2校にも案
内。前回より反響が大きく、最終的に83
人の申し込みがあった。
　担当者は「『学費が厳しい』『アルバイ
トが減ってしまった』といった声も届いてい
ます。生活の困りごとについては以前から
窓口を設けていますが、学生さんはなかな
か相談に来づらいと思います。これをきっ
かけに、生活に関する相談ができることを
を知ってもらえれば」と話した。

SOCIAL 吹田市社会福祉協議会施設連絡会ら
学生に食料支援

有限会社 re・make
箕面市牧落3-4-20
info@yuragi.co.jp

　実生ゆずを使ったスキンケア商品開発・
販売やケアサロンを手掛ける箕面市の
「re・make」（リメイク）が12月、大阪大学
発のベンチャー企業と共同で実生ゆずの
成分を抽出した消毒液の開発に成功した。
1月から実店舗での販売を予定している。
　接ぎ木で育った一般的なゆずと違い、実
生ゆずは種から育った希少な原種で香り
高く大粒の高級品。しかし有数の産地であ
る箕面では、管理する農家の高齢化が進
み一時期放置されていた。手入れされない
実生ゆずは実をつけなくなるため、箕面から
姿を消す可能性も。「このままではいけな
い」と同社の社長・岡山栄子さんは、果皮
を利用した商品開発を開始。これまでにア
ロマオイルやスキンケア商品などを手掛け、
自社製品を用いたサロンも運営している。
　コロナ禍を受けて、以前からやりとりの
あった大阪大学バイオベンチャーの医学
博士から声がかかり開発が決まった。特殊
な方法で、果皮のワタから抗酸化作用や
殺菌力といった有効成分を効果的に取り

出すことに成功。コロナウイルスと、ノロウ
イルスの試験ウイルスである「ネコカリシ」
両方において、希釈した試験薬で99％以
上の感染阻害効果を発揮した。「飲食店
の方は、コロナだけでなくノロウイルスにも
神経を遣います。消毒のためコロナにはア
ルコール、ノロには次亜塩素酸を使い分け
るのですが、これはどちらにも効果がありま
す」と岡山さん。また、天然成分なので肌
へのうるおい成分もあり、リラックス効果の
おまけも。完全無農薬なので、小さい子ど
もから高齢者まで安心して使える。
　30mlスプレーボトル980円（来春発売）。
今は量り売りで北摂内取り扱い店舗の募
集を検討中だ。  

SOCIAL 箕面の会社と阪大発ベンチャーが
「実生ゆず」で安全安心な消毒スプレーを開発

スプレー以外に、
500mlの詰め替え
ボトル3,800円も。

阪急本通商店街では、亀岡街道から来るバ
ス客が商品を買い求めた。写真上は昭和55
年、カラータイル舗装となった記念のパレード
（いずれも茨木市提供）

寺町橋筋（東西通り）の様子。写真左の瓦屋根の建物は、川
端康成ゆかりの書店「堀廣旭堂」。
（昭和50年撮影、茨木高校提供）

（上）心斎橋筋東から西を望む。車がぎりぎり行き交えるほどの
道幅だった高橋筋（中央通り）は、昭和43～45年にかけて拡
幅された。（左）昭和53年、茨木フェスティバルのパレード。（上・
茨木高校、左・茨木市提供）

茨木市商業団体
連合会会長の
山田久敬さん


